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成果概要：
図認識のVQA（visual question answering）にむけたVLLMの再学習において、物体検出の要素を取り込む検証を行った。具体的には、図画像領域とテキスト内部のフレー
ズとの対応付けを課す学習を通常の指示学習に付随させることで、VLLMがトークン生成に際して参照すべき画像領域に制約を課した。実験では複数の公開VLLMに対して
chartQAデータセットでの検証を行い性能向上を示したほか、推論根拠の可視化に寄与する点を示した。

成果のポイント：
・VQAにおけるトークン生成時、VLLMが画像内の特定の関連領域を参照していることを明らかにした。
・学習において上記事実の制約を課す仕組みを導入するため、VLLM指示学習にphrase grounding（物体検出）のコンセプトを導入、学習に付随させた。
・上記学習を実現させるため、画像領域とVQAテキストフレーズを対応付けたデータセットの作成方法を提案した。
・提案手法を複数の公開VLLMに適用し、ChartQAベンチマークを用いた検証によってその有効性を実証した。
・また、提案の根拠としたVLLMの特定領域参照についても評価し、その性能向上を示した。

成果についてより詳細な情報を提供しているWebページ、発表論文などの情報：
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